ならない が、 昔 はよ くやった。 むかし 浅 草で ノン ダク 

レ ていた ころ は、 酔っ払って 女の子 (みんな 浅 草の 女 

優で あるが) を 口説く の はま だ 中の 部で、 ひどい 時に 

は 淀 橋 太郎と 一 日 半 ノン ダクレた あげく、 森 川 信の 楽 

屋 から 廊下 を まわって 松 竹 少女 歌劇の 楽屋へ 行って ダ 

ン シン グチ— ムに 一席の 訓辞 を たれ、 つづいて その 廊 

下の 突き 当りから 国際 劇場の 舞台 真上の 鉄骨の 上へ 登 

リ ました。 役者が 芝居して いる 頭の 上から ゥ マイ 

ゾ くと 声援した です。 若年の みぎ リス ポ ー ッ できた 

えたせ いか、 どんなに 酔っても 足が ふらつ くこと がな 

いので、 落ちて 死ななかった の は 幸せだった。 その 時 



あびて、 婆さんと 飲んだ。 

私が モミ ヂ から 着て 出た ユカ タは 大男の 私に はッン 

ツル テンであった。 

r ゥチ にちよう どよ い ュ カタが あるよ」 

と 云って、 婆さんが 持って きたの は、 九 段の 祭礼 用 

のお 揃いの ュ カタであった。 ちょうど 九 段の 祭礼の 前 

夜 か 前々 夜に 当ってい たらしく、 花柳 街 は シメを はり 

チョウ チン を ぶらさげて いたので ある。 

「まだ 私 は 手 を 通して いないの だから。 これなら ちょ 

うどよ ろしい わよ」 

という。 なるほど、 婆さんの ュ カタなら 私に 合う わ 



ほう 

セン タクして 押入へ 投 りこんで しまったの である。 

読売 新聞 は 碁の 方 は 呉 清 源 を 一 手に 握って いるから、 

朝日の 棋院 大手 合、 毎日の 本因坊 戦に 比べて、 まさる 

とも 見劣りの ない 囲碁 欄で あるが、 将棋の 方 は 他社の 

名人戦に 比べて、 勝 抜き 実力 日本一 決定 戦 (当時) な 

どと 云っても 甚だ 影が うすい。 実力 日本一と いったつ 

て、 名人戦が あるの だから、 名人 即ち 実力 日本一。 碁 

における 呉 清 源の ように 公式 手 合に 不参加の 大家と い 



位 を 失っての ち、 いまだに 混迷 状態から 脱け 出せない。 

碁の 藤 沢 は 九 段 を 得ての ち甚 しく 不成績で あるし、 木 

谷 も 長い スランプが うちつづ いている。 

すべて スランプ という もの は、 技術 上の ことで はな 

くて、 精神の 不安定が もたらす ので あろうが、 大山に 

は それがない ように 見える ので ある。 

塚 田が 名人 位に 就いた とき、 最初の 挑戦者と なった 

の は 若 冠 二十 五の 大山であった。 彼 は B 級から 一躍と 

び あが つて A 級の 上位 三者 をな ぎ 倒して 挑戦者に な つ 

たが、 その 落 付きと 年間の めざましい 戦績から、 世間 

の 大半 は 彼の 勝利、 大山 次期 名人 を 疑わなかった よう 



そうの ことで ある。 ところが この 若者 は 古狸で も 三 四 

年 は 寝込む ような きびしい 悪評の 中で、 冷静に、 動揺 

する ことなく、 またしても 順位 戦に 好成績 を あげ、 わ 

ず かに 木 村との 最後の 挑戦者 決定 戦に 敗れた が、 A 級 

順位 戦で は 彼が 第一 等であった ように 記憶す る。 

次の 年 も A 級 優勝、 挑戦者と なり、 はじめ 二 敗、 つ 

づくー 一局 を 一 一勝して 一 一対一 一に もちこみ、 第五 局 目 モミ 

ヂの 対局に 於て、 

「ぼくの 勝ちです よ」 

言々 句々 に 再び ゥヌ ボレが 現れて いたの は モミ ヂの 

女中た ち すら 指摘す ると ころで ある。 対 塚 田の 名人戦 



に 現れた 思い あがりが、 さすがに 年功 をつ み、 それ を 

抑えて 控え目に、 露骨で はなくな つていても、 胸の 浮 

きたつ 思い、 軽卒な 思い あがり は 脱し きれなかった。 

苦しい 負け 将棋の あと 二 対 二に もちこんだ ュ ルミ、 年 

相応の ゥヌ ボレの 結果で ある。 この 軽卒な 思い あがり 

によって、 つづく 二 局 を 木 村に ひねられて しまったの 

である。 

彼 ほど 老成し、 冷静な 勝負 度胸 を もった 男で も、 ゥ 

ヌボレ から は 脱出で きない。 彼 はいつ も ゥヌボ レで失 

敗した。 しかし、 落胆 や 負けに よって 動揺した ことが 

ない ので ある。 斬っても 血が でない と はこの 男で ある _ 



私が まちがえて 九 段から きてきた 祭礼の ュ カタ だと は 

彼女 は 知らないから、 大山のと ころへ 持参した。 

私が 一度 手 を 通した だけの ュ カタで、 それ をキ レイ 

に 洗って あるから、 まるで 仕 立お ろしの ようであった _ 

大山 は 何気なく それ をと つて 着ようと して、 その 模 

様が 変って いる のに 気が ついた。 

唐草模様の ような 手の こんだ もの だが、 しかし スッ 

キリと していて そう 品の 悪い もので はない。 そろいの 

ュ カタと 云った つて、 花柳 地の 姐さん がお 揃いで 着る 

もの だから、 ィャ味 ゃャボ なと ころ はない。 姐さん の 

ュ カタ だから 模様 はコッ テリして いるが、 万事 コッテ 



「光栄です」 

小男の 大山 は 自分の 身体が 一 一 ッも はいり そうな ユカ 

タの 中へ、 満足に 上気して、 いそいで 襟 を かきあわせ 

た。 全身に あふれる 幸福 を 一 ッも 逃す ことなく 全部 包 

ん でしまい たいように、 ァゴ をす ッ ぼり 襟で つつんだ。 

ァゴ の 上に ュ カタの 襟が でて いても まだ その 裾 を ひき 

ずり そうで あつたが、 彼 はそんな ことが 苦にならな 

かった ので ある。 彼 は モミ ヂ にいる 間、 その 大きな ュ 

カタに つ つまれて バタ/^ 足 をから ませても 満足して 

いた。 

帰る とき 彼 は 女中 を よんで、 



「これ、 いただいて 帰って いいで しょうか。 記念に 

持 つ て 帰りた いのです けど」 

「*K ；、 KT ど 、ゥぞ 」 

「光栄です ねえ」 

彼 は 自分で ティ ネィ にュ カタ をた たんで トランクの 

中へ 大事に 大事に しまいこんだ。 

大山 君。 怒りた もうな。 誰の イタ ズラ でもなかった 

の だ。 人間の はかり 知るべからざる 天の 意志が 君の 九 
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